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唾液中α一アミラーゼ活性を指標とした精神
作業課題遂行時の評価懸念の影響について
平田乃美§・田多英興§
EffectsofEvaluationApprehensiononMentalWbrkTask
UsingSalivaryAlpha－AmylaseActivity
SonomiHirata§，HideokiTada§
Thepresentexperimentexamine（ltheeffectofevaluationapprehensioninone’s
performanceonthementalwork，usingthesalivaryalpha－amylase（sAA）activity．
Six取一threeparticipantsofstu（1entswererequiredtochallengeaperfectscoreon
thesimplenumericalcalculationdisplayedoncomputerunderthefollowingtwo
con（iitions；incon〔litionA，participantscon（1ucte（1thecalculationtaskwiththeother
observers’monitoringtheparticipants’calculationperformancessuccessively
presen琶ngonthescreenan〔linconditionB，observerwatchedtheanimationmovies
onthescreeninsteadofmonitoringtheparticipants’performance．Nosigni丘cant
differenceswerefoundbe伽een伽ocon（iitionsofevaluationapPrehensionbya
simplecomparison．Thenweanalyzeditintermsofin（iividualdifferences．Firstly，
participantswere（1ivi（iedintotwogroupsdepen（iingonthescoreoforiginalsAA
activity，highsAAgroupsan（110w．Secondary，づarticipantswerealsodivide（iintotwo
groups（iependingonthescoreofcalculationperformancescores，highscoregroups
andlow．Resultsshowedthat［1］contrarytotheevaluationapprehensionhypothesis，
participantswithoriginallyhighsAAactivityshowe（iincrease（1stresstendencyat
bothcon（1itionAan（lBbutparticipantswithoriginallylowsAAshowednosignificant
change．［2］highscoregroupshowedincreasedstresstendencyatconditionA（the
remarkableinfluenceofevaluationapprehension），butparticipantswithlowscore
showedincreasedstresstendencyatbothcon（iitions．Theseresultssuggeste〔1that
theevaluationapprehensionhypothesiswassupporte（iwhentheparticipantsareatan
excellentcalculationperformanceandahighsAAactivity．
Keywords：evaluationapprehension，VDT：visualdisplayterminalwork，stress，
perfomance，sAA．
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要旨
精神作業課題（コンピュータ画面に提示される四則演算）の遂行時、
他者に閲覧されるA条件、閲覧されないB条件の実験デザインを計画し
て、実験参加者63名を対象に、課題遂行中の評価懸念が唾液中α一アミ
ラーゼ活性（AMY値）に与える影響を検証した。まず、平常時AMY基
準値で群別に分析したところ、A・B両条件において「高活性群」では作
業直後のAMY値が有意に高く、「低活性群」では変化はなかった。次に、
課題正答率の「成績上位群」では作業後AMY値がA条件でのみ上昇し、
「成績下位群」ではA・B両条件おいて有意に上昇していた。本実験結果
より、［1］平常時AMY値の高活性群は作業負荷による変動幅も大きい、
［2］評価懸念は成績好調な作業状況でのみ作業負荷を高めた、以上2点
が検証された。
キーワード：評価懸念、VDT作業、ストレス負荷、唾液中α一アミラー
ゼ活性
1．目的
唾液中の酵素αアミラーゼは、近年精神的ストレスに起因して増大する
ことが実験的に確認され（山口・高井，2002）、交感神経系の活性を把握
する新しい生理指標として注目されている。唾液は、（1）被験者に心理
的、肉体的苦痛を与えることなく随時に採取しうる試料であり、（2）量
的にも充分得られ、（3）特別な前処理を必要としないなど、血液や尿に
比べて、実験者にも被験者にも制約の少ない非侵襲的指標として、多くの
長所がある（山口・金森・金丸・水野・吉田，2001）ことから心理学にお
ける応用が期待されている。
成人を対象とした研究では、唾液中αアミラーゼ活性の平均活性値にお
ける個人差（春田，1988）等の特性が報告され、幼児期から学童期の子ど
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もを対象とした研究では、特定の行動が生じる社会的文脈や意味づけと唾
液中αアミラーゼ活性値の関連（Grangereta1，，2006）、保育園児の唾液中
αアミラーゼ活性の日内変動および保育活動に対する意欲の高さと恒常的
な高活性の関連（小花和・河合・杉本・山本，2008）等が指摘されている。
一方、社会心理学の古典的研究においては、課題遂行時の社会的文脈
について、他者の存在によって課題遂行者が評価されることを心配す
ることからその活動の能率や正確さが影響される評価懸念説evaluation
apprehension（Cottre11，Wiack，Sekerak，＆Ritde，1968）がストレス様の現
象としてよく知られていて、教育現場におけるその利用法をめぐる議論が
注目されている。そこで本実験では、精神作業課題遂行時の他者の存在の
有無を実験条件とするデザイン（平田・石川・田多，2009）を用いて、評
価懸念が生じる社会的文脈について検討することとした。つまり、唾液中
α一アミラーゼ活性（以下、AMY値と記す）および作業の正確さ（正答
率）を指標として、精神作業課題遂行における評価懸念の影響を検討する
ことが目的である。
2．方法
2．1．概要
精神作業課題には、コンピュータによる計算問題をもちいた（Fig．1）。
計算問題を解答する精神作業課題（石川，2001）を課す前（実験前）、作
業直後、作業後10分間隔で3回（作業30分後まで）の計5回AMY値を測
定した。精神作業課題は、コンピュータ画面上に提示される一桁（一部二
桁）と一桁の四則演算に対して、解の1の位の数字（絶対値）を画面上に
表示されている「0～9」までの数値ボタンをクリックするものである。
問題は、解答後即座に次の問題が提示された。誤答あるいは問題提示から
2秒以内に解答していない場合は「×」印が画面上に蓄積された。全45問
に解答後、画面に合計得点が表示された。
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操作画面の説明を行い、全員が練習によって操作や課題内容を理解し
たことを確認した後、「計算問題は、1桁あるいは2桁と1桁による足し
算、引き算、かけ算、割り算のいずれかです。練習問題は15問、本問題は
45問です。どの計算問題も簡単ですので、正答率100％となるように挑戦
してください」との教示の上、本実験を行った。
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Fig．1計算問題の提示画面
［左上］スタート画面
［右上］一桁（一部二桁）と一桁の四則演算が画面に表示される。
解答者は、解の1の位の数字（絶対値）を画面中央の数字ボタン（0～
9）をクリックする。
［左下］誤答するたび×印が下段に蓄積される（全45問）。
［右下］2秒以内に解答できない場合は時間切れで誤答扱いとなる。
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2．2．実験参加者
健常な大学生68名を実験参加者として、欠損データや質問紙への記入漏
れのあった5名を除外した63名（男性19名、女性44名）を分析対象とした。
2．3．実験条件
精神作業課題においては、作業時にスクリーンで他者から解答内容を閲
覧される条件（A条件）とスクリーンに解答内容が表示されない条件（B
条件）、の2つを評価懸念の実験条件として採用した。全実験参加者は、
精神作業課題の解答者（以下、解答者と記す）と解答を閲覧する他者（以
下、閲覧者と記す）を順番に経験した。課題は、解答者と閲覧者が教壇を
挟んで対面する形態で実施した。即ち、解答者は教室前方に設置されたス
クリーンに背を向け教室全体を見渡せる位置に着席し、閲覧者は解答者と
対面でスクリーンを閲覧した。A／B各条件の詳細は、次の通りである。
【A条件】解答者は教壇に立ち、閲覧者と対面して課題に取り組んだ。
閲覧者は、解答者の全45問の解答内容（正答・誤答）および結果（合計得
点）を所定用紙に記録しながら閲覧した。
【B条件】解答者・閲覧者はA条件と同じ配置で着席、閲覧者はスクリー
ンに上映されるDVDビデオ作品（無音）を鑑賞した。上映作品には、日
本語字幕つきCGアニメーション映画『ファインディングニモ』（PIXER
AnimationStudio，2003）、短編テレビアニメ『スポンジ・ボブ（ロボット
カー二／カニカニランド／プランクトンー族の襲撃／フジツボボーイの逆
襲／生まれ変わったカー二さん、他）』（Nickelodeon，2008）をもちいた。
2．4．装置・素材
NIPRO社製酵素分析装置唾液アミラーゼモニター（3台）を用いて唾
液採取をおこない、手引きに従ってAMY値を測定した。精神作業課題に
おいては、Apple社製PowerbookG4（15inch）をプロジェクタに接続、解
答者は閲覧者と向かい合う方向で着席してマウスを用いて実施した。計
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算問題の提示（Fire丞ox2。0．0。1Lを使用）および課題の解答に関する反応時
間、正答率等の複数のデータ収集は、すべてJavaScriptによる処理によっ
てなされた。
3．結果
3．1，唾液中αアミラーゼ「高活性群」「低活性群」による分析
3、1．1．評価懸念要因とAMY値変化要因（全体）
評価懸念の要因（2水準：A条件／B条件、以下、「評価懸念要因」と
記す）とAMY値変化要因（5水準：実験前／作業直後／作業10分後／20
分後／30分後）による2要因分散分析を行った結果、主効果、交互作用と
も有意ではなかった。
そこで、AMY値の個人差に関する研究結果（例えば、春田，1988；平
田・石川・田多，2009）を踏まえ、実験前AMY値（A条件、B条件の合
計2回の平均測定値）が実験参加者全体の平均活性値（39．85kIU／L）以
上であった25名（range［kIU／Ll：42．0－108．5）を高活性群、平均未満38名
（range［kIU／Ll：8．0－39．5）を低活性群として、群別に分析することにし
た（以下、各々「高活性群」、「低活性群」と記す）。なお、NIPRO社製酵
素分析装置唾液アミラーゼモニターの測定範囲は、10kIU／Lから200kIU／L
とされているが、ここでは個人の平均活性値が測定範囲の最小値以下の実
験参加者も、エラー表示がなく正常に測定された者は分析対象とした。
3．1．2．精神作業課題遂行時の特徴（群別）
「高活性群／低活性群」の精神作業課題遂行時の差異を調べるため、
「正答率」、不正解のうち「時間切れによる不正解率」および「誤答によ
る不正解率」の比較をおこなった。その結果、評価懸念要因（A／B条
件）いずれにおいても「高活性群／低活性群」の間に、「正解率」、不正解
のうち「時間切れによる不正解率」および「誤答による不正解率」に有意
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差は認められなかった。
3．1．3．評価懸念要因とAMY値変化要因（群別）
【低活性群】評価懸念要因とAMY値変化要因の2要因分散分析を行っ
た結果、主効果、交互作用とも有意ではなかった（Fig．2）。低活性群（実
験前AMY値が全体平均39．85kIU／L未満の実験参加者）38名（range［kIU／L1：
8．O－39．5）では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件においても他者の
閲覧がないB条件においても、実験前から作業20分後以降のAMY値に有
意な変動は生じない結果となった。
【高活性群】評価懸念要因とAMY値変化要因の2要因分散分析を行っ
た結果、交互作用は認められず、AMY値変化要因の主効果が認められた
（Fl4，1921＝7．93，p＜．0001）。多重比較の結果高活性群ではA条件／B条件
によらず、「実験前」は「作業10分後／作業20分後」よりも、「作業直後」
は「作業10分後／20分後／作業30分後」よりも、有意にAMY値が高かっ
た（p＜．ooo1）（Fig．3）。つまり、高活性群（実験前AMY値が全体平均値
39，85kIU／L以上の実験参加者）25名（range［kIU／Ll：42、0－108．5）では、
課題遂行時に他者の閲覧があるA条件および他者の閲覧がないB条件の
いずれにおいても、実験前・実験直後にAMY値が上昇、その後の有意な
下降が認められる結果となった。
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Fig．2「低活性群」「高活性群」のA／B条件におけるAMY値の変化
低活性群（実験前AMY値が全体平均39．85kIU／L未満の実験参加者）38名
（range［kIU／Ll：8．0－39．5）では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件において
も他者の閲覧がないB条件においても、実験前から作業20分後以降のAMY値に有
意な変動は生じなかった。
高活性群（実験前AMY値が全体平均値39．85kIU／L以上の実験参加者）25名
（rangelkIU／L］：42．0－108．5）では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件および
他者の閲覧がないB条件のいずれにおいても、実験前・実験直後にAMY値が上
昇、その後の有意な下降が認められた。
3．2．精神作業課題の正答率「成績上位群」「成績下位群」による分析
3．2．1．評価懸念要因とAMY値変化要因（群別）
精神作業課題の成績（正答率）の違いによるAMY値の差異を明らかに
するため、成績上位者と下位者を別途分析することにした。まず、成績上
位者の分析では、A条件で平均以上の正答率であった者をA条件実験参
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加者、B条件で平均以上の正答率であった者をB条件実験参加者として、
A／B各条件の成績上位者のみを対象とした。次に、成績下位者の分析
では、A／B各条件で平均未満であった者のみをそれぞれの実験参加者
として分析対象とした。この2群を別途分析することにした（以下、各々
「成績上位群」、「成績下位群」と記す）。
【成績下位群】評価懸念要因とAMY値変化要因の2要因分散分析を行っ
た結果、交互作用は認められず、AMY値変化要因の主効果が認められた
（F［4，2201＝2．43，p＜．05）。「成績下位群」ではA条件／B条件によらず、
「作業直後」は「作業10分後」よりも有意にAMY値が上昇していたこと
が示された（p＜．05）。つまり、成績下位群（課題正答率が全体平均値未満
の実験参加者）；A条件27名／B条件30名）では、課題遂行時に他者の閲
覧があるA条件および他者の閲覧がないB条件のいずれにおいても、作
業直後から作業10分後にAMY値の有意な下降が認める結果となった。
【成績上位群】評価懸念要因とAMY値変化要因の2要因分散分析を行っ
た結果、AMY値変化要因の主効果（F［4，268］＝2．84，p＜．03）、および交互作
用が有意であった（F［4，268］雲2．99，p＜．02）。多重比較の結果、「成績上位
群」では他者から解答内容を閲覧されるA条件においてのみ、「作業20分
後」に「実験前／作業直後／作業10分後」よりもAMY値が有意に下降し
たことが示された（p＜．05）（Fig．3）。つまり、成績上位群（課題正答率が
全体平均値以上の実験参加者；A条件36名／B条件33名）では、課題遂
行時に他者の閲覧があるA条件において、AMY値は作業20分後に、実験
前／作業直後／作業10分後よりも有意に下降していりことから、他者の閲
覧の中で高得点が続いた状況が心理的負荷を高め、AMY値が上昇し、作
業後、低下したと解釈できる。
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＋成績上位群A条件（評価懸念あり）
一c一成績上位群B条件（評価懸念なし）
一x一成績下位群A条件（評価懸念あり）
一x一成績下位群B条件（評価懸念なし）
成績上位群【交互作用】継（A条件でのみ：実験前／作業直後／10分後＞作業20分後）
55．049．9一一c、47，4＿＿＿一一一、、、か一、、ノヤ 、、、 43・4！42．1、oノ！！39．6ノ！一一・x、一一、一、34．2、、30．0∈×31．9＼＿＿一一一一一x一一30．Ox28．825．4成績下位群【AMY変化値の主効果】＊（実験前＞作業10分後）実験前 作業直後作業10分後作業20分後※成績上位群と下位群は別途検定測定時間t（分）（＊P＞・05・＊＊P〉・02，＊＊＊P＞・ooo1）
Fig．3「成績上位群」「成績下位群」のA／B条件におけるAMY値の変化
成績下位群（課題正答率が全体平均値未満の実験参加者）A条件27名／B条件30
名では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件および他者の閲覧がないB条件の
いずれにおいても、作業直後から作業10分後にAMY値の有意な下降が認められた。
成績上位群（課題正答率が全体平均値以上の実験参加者）A条件36名／B条件33
名では、課題遂行時に他者の閲覧があるA条件において、AMY値は作業20分後に、
実験前／作業直後／作業10分後よりも有意に下降した。他者の閲覧の中で高得点が
続いた状況が心理的負荷を高め、AMY値が上昇し、作業後、低下したと解釈できる。
4．考察
本研究の主たる目的であった評価懸念のAMY値に与える影響の仕方
は、全体的な平均値としての変化は期待されたような一様な評価懸念の強
い影響の様相を呈する結果にはならなかった。しかし、一部で注目されて
いる個人差に着目して解析することで上記のような興味深い結果を得た。
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それらの結果を、活性度の違いと作業成績の違いによる群別に考えてみる
と以下のような意味になると思われる。
4．1．唾液中α一アミラーゼ「高活性群」と「低活性群」について
今回の結果では、Figure2に見られるように、AMY値の平均活性値を
基に高活性と低活性の2群に分けて分析することにより、高活性群におい
てのみ、精神作業課題の作業直後において唾液中α一アミラーゼ活性値の
有意な上昇が確認された。低活性群には有意な変動は認められなかった。
このことから、「健康成人の唾液中αアミラーゼ活性では高活性群被験者
ほど変動幅が大きい（春日，1988）」ことが本実験でも検証されたといえ
る。唾液中α一アミラーゼ活性を高活性群・中活性群・低活性群に分類し
た場合、高活性群の変動幅が大きいことは幼児においても同様の結果が報
告されている（小花和ら，2008）。しかし、高活性群・低活性群いずれの
群においても、実験条件であった「評価懸念」については検証できなかっ
た。したがって、精神作業課題遂行において他者の閲覧の有無に関わら
ず、高活性群は作業自体によるストレス負荷が高まったのに対して、低活
性群はいずれにも大きな影響を受けなかったことになる、と考えられる。
4．2．精神作業課題「成績上位群」と「成績下位群」について
次に、精神作業課題の成績（正答率）の違いによる唾液中α一アミラー
ゼ活性値の差異を明らかにするため、成績上位者・下位者を別途分析した
結果について考察する。なお、「高活性群／低活性群」と「成績上位群／
成績下位群」の群構成に関連はなかった。
成績下位者で構成された成績下位群では、Figure3に見られるように、
精神作業課題の作業直後においてAMY値の有意な上昇が確認された。こ
れは、時間制限のある計算課題あるいはVDT作業が苦手と考えられる成
績下位群が、他者の閲覧の有無に関わらず、作業からストレス負荷を受け
たと解釈できる。一方、成績上位群では、実験条件であった「評価懸念」
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の影響が示唆される結果となった。成績上位群では、精神作業課題遂行時
に他者の閲覧を受けるA条件においてのみ、作業20分後にAMY値が有意
に低下していた。これは、時間制限のある計算課題あるいはVDT作業を
得意とする成績上位群では、他者の閲覧の中で高得点を維持しようという
動機づけからストレス負荷が高まり、終了後に負荷が低下したものと解釈
できる。
これらの結果から、精神作業課題遂行時の他者の存在は、苦手課題より
も得意課題の遂行時、あるいはミス多発の場合よりも高得点を続けている
場合に心理的負荷を高め、評価懸念が生じやすくなる可能性があること、
またアミラーゼ指標の利用可能性は活性の高い群の人たちにおいてのみ妥
当であること、などが示唆されたといえる。
5．今後の課題
本稿では、生理指標である唾液中α一アミラーゼ活性値を指標として、
精神作業課題遂行時のストレス負荷に影響する行動の社会的文脈を検討し
た。今回、AMY値の「高活性群」と「低活性群」の区分には「実験前（直
前）」の試料をもちいたため、通常の安静時よりも既に上昇していた可能
性がある。より正確なアミラーゼ活性水準値あるいは個人差の区分には、
より標準的な完全な安静時AMY値の使用が望ましい。また今後は更に、
個人差を超えて評価懸念が生じやすい作業状況等に実験条件を焦点化する
必要がある。それは、恐らくはもっと極端な場面の設定になると思われる。
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